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米
加
針
葉
樹
製
材
貿
易
紛
争
が
提
起
し
て
い
る
も
の

藤
原
敬
（
林
野
庁
業
務
部
）

１

は
じ
め
に

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
木
材
貿
易
完
全
自
由
化
の
騎
手
で
あ
る
米
国
と
カ
ナ
ダ
は
、
お
互
い
に
世
界
で
一
番
木
材

貿
易
が
多
い
関
係
に
あ
る

が
、
そ
の
中
で
も
最
も
貿
易
額
が
多
い
、
カ
ナ
ダ
か
ら
米
国
に
向
け
て
の
針

*1

葉
樹
製
材
品
は
関
税
割
当
制
度
と
い
う
貿
易
制
限
の
下
に
あ
る
。
即
ち
、
各
社
に
割
り
当
て
ら
れ
た
一
定

の
輸
出
量
を
越
え
た
場
合
、
越
え
た
分
に
つ
い
て
二
段
階
に
分
け
て
関
税
が
か
か
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い

る
。
１
９
８
０
年
代
の
は
じ
め
か
ら
続
け
ら
れ
て
き
た
米
国
と
カ
ナ
ダ
間
の
針
葉
樹
製
材
貿
易
紛
争
の
経

緯
を
踏
ま
え
て
、
９
６
年
の
春
に
締
結
さ
れ
た
二
国
間
協
定
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
協
定
の
背
景
に
は
、
天
然
資
源
を
巡
る
米
議
会
の
保
護
主
義
の
現
れ
と
い
う
側
面
を
見

る
こ
と
も
出
来
る

。
し
か
し
な
が
ら
，
こ
の
間
、
両
国
間
で
、
あ
る
い
は
業
界
と
政
府
間
で
議
論
さ
れ

*2

て
き
た
、
「
輸
出
国
の
立
木
価
格
の
設
定
方
法
や
丸
太
の
輸
出
規
制
に
由
来
す
る
廉
価
な
木
材
の
輸
出
が
、

輸
入
国
の
林
産
業
に
損
害
を
与
え
る
場
合
，
国
際
法
に
基
づ
き
規
制
を
す
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
」
と

い
う
テ
ー
マ
は
、
政
治
的
な
次
元
を
離
れ
た
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
わ
が
国
の
今

後
の
林
産
物
貿
易
政
策
や
森
林
条
約
な
ど
の
国
際
的
な
議
論
に
も
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

小
論
で
は
２
０
年
近
く
に
お
よ
ぶ
議
論
の
概
要
を
紹
介
し
，
今
後
の
我
が
国
で
の
議
論
の
発
展
に
資
し
た

い
。

２

米
加
針
葉
樹
製
材
貿
易
紛
争
の
経
緯

１
９
８
２
年
３
月
米
国
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
米
国
議
会
の
要
請
に
よ
り
米
国
国
際
貿

易
委
員
会(

)

主
催
に
よ
る
公
聴
会
が
開
か
れ
た
。
米
国
側
の
カ
ナ
ダ
側
の
業
界
代
表
者
２
１
人
が

IT
C

「
カ
ナ
ダ
の
安
い
立
木
価
格
と
輸
送
費
に
よ
っ
て
米
国
の
業
界
は
重
大
な
被
害
を
受
け
て
お
り
、
相
殺
関

税
を
賦
課
す
べ
し
」
と
い
う
米
国
木
材
加
工
業
界
の
主
張
を
巡
っ
て
２
日
間
に
わ
た
っ
て
意
見
を
陳
述
し

た
。
こ
の
公
聴
会
が
長
い
紛
争
の
始
ま
り
と
な
っ
た
。
米
国
の
相
殺
関
税
手
続
き
は
、
通
常
、
業
界
に
よ

る
提
訴
に
始
ま
り
、
商
務
省
の
国
際
貿
易
局(
)

が
「
外
国
政
府
に
よ
る
補
助
金
供
与
の
有
無
」
を
、

IT
A

ま
た
、
独
立
機
関
で
あ
る
米
国
国
際
貿
易
委
員
会

(
)

が
「
国
内
産
業
の
損
害
の
有
無
」
を
、
そ
れ
ぞ

IT
C

れ
別
個
に
調
査
し
、
両
方
が
ク
ロ
と
な
っ
た
場
合
発
動
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
米
国
と
カ
ナ
ダ
が

８
９
年
に
自
由
貿
易
協
定
を
締
結
し
て
か
ら
は
、
こ
の
上
に
同
条
約
に
よ
る
２
国
間
パ
ネ
ル
が
紛
争
処
理

に
当
た
る
こ
と
と
な
っ
た
。
１
５
年
間
の
紛
争
は
、
主
と
し
て
上
記
の
３
つ
の
機
関
に
お
け
る
論
争
と
し

て
繰
り
広
げ
ら
れ
、
別
表
の
通
り
そ
の
結
果
各
種
の
報
告
書
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
紛
争
は
３
期
に

3

分
け
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
る
。*

（
１
）
第
一
次
米
加
針
葉
樹
製
材
紛
争

上
記
公
聴
会
を
受
け
た

の
報
告
書
が
積
極
的
に
米
国
業
界
の
損
害
を
認
め
な
い
も
の
で
あ
っ
た
た

IT
C

め
、
８
２
年
７
月
米
国
の
業
界
団
体
は
横
断
的
に
公
正
木
材
貿
易
輸
入
同
盟
（

)

を
結
成
し
、
正

C
F

C
L

I

式
の
相
殺
関
税
の
提
訴
を
同
年
１
０
月
に
行
っ
た
（
資
料
３
）
。
こ
れ
に
対
し
、
損
害
の
認
定
を
行
う

は
同
年
１
１
月
ク
ロ
の
調
査
結
果
を
発
表
し
た
（
資
料
４
）
が
、
翌
年
５
月
補
助
金
の
認
定
調
査

IT
C

1
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を
行
っ
て
き
た

は
補
助
金
の
認
定
を
行
わ
な
か
っ
た
（
資
料
５
）
た
め
、
相
殺
関
税
に
は
い
た
ら

IT
A

な
か
っ
た
。
第
一
次
紛
争
は
米
国
業
界
の
失
敗
に
終
わ
っ
た
。

業
界
提
訴
の
論
点
は
、
カ
ナ
ダ
各
州
の
立
木
価
格
が
米
国
の
同
様
の
価
格
に
比
べ
て
廉
価
で
あ
る
こ
と
、

そ
の
他
、
１
２
の
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
相
殺
可
能
な
補
助
金
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
資
料

３
）
。
そ
れ
に
対
す
る

の
調
査
結
果
は
、
米
国
関
税
法
に
照
ら
し
て
、
①
立
木
販
売
が
特
定
の
産

IT
A

業
を
助
成
す
る
も
の
で
は
な
い
（

）
、
②
カ
ナ
ダ
国
内
に
比
較
す
る
べ
き
立
木
価
格
が

specificity
test

無
く
立
証
が
困
難
で
あ
り
、
州
有
林
の
立
木
価
格
決
定
の
し
く
み
が
手
続
き
上
市
場
価
格
を
反
映
し
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
廉
価
で
あ
る
と
は
認
定
で
き
な
い
（

）
と
し
て
、

preferen
tiality

test

提
訴
を
退
け
た
も
の
で
あ
る
（
資
料
５
）
。

（
２
）
第
二
次
米
加
針
葉
樹
製
材
紛
争

８
０
年
代
は
メ
キ
シ
コ
か
ら
の
石
油
製
品
な
ど
天
然
資
源
の
輸
入
価
格
を
巡
っ
て
米
国
内
で
議
論
が
高
ま

り
、
１
９
８
４
年
相
殺
関
税
関
係
に
つ
い
て
新
た
な
立
法
措
置
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
情
勢
の
中
で
、

８
６
年
５
月
新
た
に
業
界(

)

が
相
殺
関
税
調
査
を
提
訴
し
（
資
料
８
）
第
二
次
紛
争
が
開
始
さ

C
F

C
L

I

れ
た
。
調
査
の
結
果
８
６
年
７
月

は
損
害
を
認
定
し
、
さ
ら
に
８
６
年
１
０
月

は
肯
定
的
な

IT
C

IT
A

仮
決
定
（
資
料
１
２
）
を
行
っ
た
。
こ
う
し
て
カ
ナ
ダ
か
ら
の
針
葉
樹
製
材
に
１
５
％
の
相
殺
関
税
が
課

税
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
課
税
手
続
の
最
終
段
階
で
あ
る

の
最
終
決
定
を
前
に
、
９
６
年
１
２

IT
A

月
二
国
間
で
の
針
葉
樹
製
材
合
意

(
)

が
締
結
さ
れ
た
（
資
料
１
３
）
こ
と
で
第
二
次
紛
争
は
終
結

M
O

U

し
た
。
（
米
国
業
界
の
一
勝
一
敗
）
。
こ
の
結
果
、
カ
ナ
ダ
か
ら
の
針
葉
樹
製
材
品
に
つ
い
て
は
１
５
％

の
関
税
が
確
定
し
た
。

仮
決
定
報
告
書
の
中
で
、

は
一
次
の
決
定
を
覆
し
相
殺
可
能
な
補
助
金
の
認
定
を
行
っ
た
理
由
と

IT
A

し
て
、
①
特
定
性
に
つ
い
て
は
そ
の
後
の
産
業
構
造
の
精
査
に
よ
り
、
木
材
産
業
を
中
心
と
し
て
特
定
産

業
に
利
益
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
明
か
と
な
っ
た
こ
と
、
②
特
恵
性
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
の
他
の
事
案

の
先
例
に
よ
り
確
立
さ
れ
た
認
定
基
準
に
よ
り
、
カ
ナ
ダ
の
立
木
販
売
価
格
が
「
そ
の
調
達
コ
ス
ト
よ
り

廉
価
で
あ
る
」
た
め
、
特
別
の
便
宜
を
供
与
さ
れ
て
い
る
と
認
定
さ
れ
る
こ
と
、
を
あ
げ
て
い
る
。
（
資

料
１
２
）
。

（
３
）
第
三
次
米
加
針
葉
樹
製
材
紛
争

そ
の
後
、
９
１
年
１
０
月
カ
ナ
ダ
側
が

に
基
づ
く
措
置
を
終
結
す
る
に
及
び
、
米
国
側
は
業
界
の

M
O

U

提
訴
な
し
に
、

と

の
調
査
を
開
始
し
、
９
２
年
３
月

の
肯
定
的
仮
決
定

(14.88

の
課

IT
C

IT
A

IT
A

%

税
）
（
資
料
１
６
）
、
同
５
月
肯
定
的
最
終
決
定
（6.51

課
税
）
（
資
料
１
７
）
と
な
っ
た
。
今
回
は

%

そ
の
後
、
カ
ナ
ダ
の
申
し
立
て
に
よ
っ
て
米
加
自
由
貿
易
協
定
に
基
づ
く
紛
争
処
理
パ
ネ
ル
が
開
か
れ
、

再
三
米
国
の
決
定
を
差
し
戻
す
決
定
を
行
っ
た
が
（
資
料
２
１
，
２
４
な
ど
）
、
米
国
側
は
そ
れ
に
同
意

せ
ず
、
最
終
的
に
２
国
間
交
渉
が
行
わ
れ
、
９
６
年
４
月
現
在
有
効
な
関
税
割
当
の
二
国
間
合
意
（
資
料

３
２
）
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
。
（
米
国
業
界
の
一
勝
一
敗
一
引
き
分
け
）

３

補
助
金
相
殺
関
税
の
法
的
根
拠

（
１
）
国
際
協
定
の
中
で
の
米
国
法
の
位
置
づ
け

「
『
相
殺
関
税
』
と
は
、
産
品
の
製
造
、
生
産
又
は
輸
出
に
つ
い
て
直
接
又
は
間
接
に
与
え
ら
れ
る
奨
励

2
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金
又
は
補
助
金
を
相
殺
す
る
目
的
で
課
す
る
特
別
の
関
税
」
で
あ
る
。
（
１
９
４
７
年
ガ
ッ
ト
６
条
）

国
際
法
上
は

協
定
下
に
あ
る
ガ
ッ
ト
に
そ
の
基
本
的
根
拠
が
あ
り
、
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
で
締

W
T

O
結
さ
れ
た
「
補
助
金
及
び
相
殺
措
置
に
関
す
る
協
定
」
で
、
具
体
的
な
取
り
決
め
が
な
さ
れ
て
い
る
。
各

国
と
も
国
内
法
で
そ
の
発
動
要
件
な
ど
を
規
定
し
て
い
る
。

米
国
の
法
令
で
相
殺
関
税
を
律
し
て
い
る
の
は
、
１
９
３
０
年
関
税
法
改
正
済
み
（
以
下
「
関
税
法
」
）

の
該
当
条
文
と
、

な
ど
の
過
去
の
決
定
事
例
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
米
国
の
国
内
法
は
ガ
ッ
ト
な

IT
A

ど
米
国
が
承
認
し
た
国
際
協
定
に
規
制
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
米
国
の
関
税
法
の
相
殺
関
税
関
係
条
文

は1947

年
ガ
ッ
ト
が
締
結
さ
れ
る
ず
っ
と
以
前
の

1
8
9
7

年
の
相
殺
関
税
法
に
起
源
を
持
っ
て
い
る
。

の
関
係
協
定
の
条
文
自
体
が
後
に
示
す
よ
う
に
米
国
の
国
内
法
令
を
起
源
と
す
る
も
の
も
あ
る
。

W
T

O

世
界
で
一
番
の
発
動
実
績
と
、
紛
争
処
理
を
重
ね
て
き
た
米
国
の
相
殺
関
税
関
係
の
法
令
は
、
こ
れ
ま
で

も
国
際
的
な
ル
ー
ル
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
し
、
今
後
と
も
相
殺
関
税
の
国
際
的
な
議
論
の
展
開
の
上
で
重

要
な
意
味
合
い
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

（
２
）
補
助
金
の
定
義

相
殺
可
能
な
補
助
金
に
は
、
輸
出
実
績
に
応
じ
て
支
払
わ
れ
る
「
輸
出
補
助
金
」
と
、
そ
れ
以
外
の
「
国

内
補
助
金
」
が
あ
り
、
本
稿
と
関
係
の
あ
る
、
国
内
補
助
金
に
つ
い
て
、
米
国
の
関
税
法
で
は
次
の
通
り

定
義
し
て
い
る
。

「
政
府
の
政
策
に
よ
っ
て
特
定
の
企
業
・
産
業
、
企
業
・
産
業
グ
ル
ー
プ
に
支
払
わ
れ
る
以
下
の
国
内
補

助
金
で
、
商
品
の
い
か
な
る
形
態
に
お
け
る
段
階
で
も
直
接
間
接
に
支
払
わ
れ
る
も
の

(
)

商
業
的
に
行
わ
れ
る
と
は
違
っ
た
条
件
で
の
資
本
、
貸
付
、
又
は
貸
付
保
証
の
提
供

i(
)

特
恵
的
料
金
で
の
商
品
又
は
役
務
の
提
供

ii

(
)

特
定
産
業
が
被
っ
た
営
業
損
失
を
補
填
す
る
た
め
の
資
本
の
授
与
又
は
負
債
の
免
除

iii

(
)

製
造
、
生
産
又
は
販
売
の
原
価
又
は
費
用
の
引
き
受
け

iv（
１
９
３
０
年
関
税
法
改
正
済
み
７
７
１
条
（
５
）
、
又
は
合
衆
国
法
典
第
１
９
編
１
６
７
７
条
の

５
）
」

（
３
）
補
助
金
を
判
断
す
る
二
つ
の
基
準

こ
の
定
義
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

が
相
殺
可
能
な
補
助
金
の
有
無
を
判
断
す
る
に
は
、
二
つ
の

IT
A

基
準
が
あ
る
。
第
一
に
特
定
の
企
業
・
産
業
、
企
業
・
産
業
グ
ル
ー
プ
に
支
払
わ
れ
る
と
い
う
特
定
性
の

基
準
を
満
た
す
必
要
が
あ
る(
)

。
こ
れ
は
、
米
国
の
関
税
法
が
国
内
補
助
金
が
相
殺

S
pecificity

T
est

可
能
か
を
を
認
定
す
る
に
当
た
っ
て
伝
統
的
に
と
っ
て
い
る
観
点
で
、
一
般
的
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
よ
う

な
産
業
横
断
的
な
政
府
支
出
を
相
殺
対
象
か
ら
排
除
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
立
場
は
、
ウ
ル

グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
の
「
補
助
金
及
び
相
殺
関
税
に
関
す
る
協
定
」
第
一
条
「
補
助
金
の
定
義
」
に
受
け
継

が
れ
て
い
る
。

相
殺
可
能
な
補
助
金
を
判
断
す
る
第
二
の
基
準
は
、
上
記
の

(
)

か
ら(

)

ま
で
の
、
便
宜
供
与
の
ど
れ

i
iv

か
を
与
え
ら
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
特
恵
性
基
準
（

）
で
あ
る
。

P
referentialityT

est

（
４
）
政
府
が
販
売
す
る
商
品
の
特
恵
的
料
金
の
基
準

国
内
補
助
金
の
４
つ
の
事
例
の
う
ち
本
件
と
係
わ
る
の
は
「

(
)

特
恵
的
料
金
で
の
商
品
又
は
役
務
の
提

ii

供
」
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
特
恵
的
料
金
と
判
断
す
る
か
の
基
準
を
、

が
作
成
し
て
い

IT
A
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る

。

*
4

こ
れ
に
よ
る
と
、
比
較
し
て
基
準
と
す
る
価
格
（

）
は
、
望
ま
し
い
順
に
、
①
政
府

B
en

ch
m

ark
P

rice
が
同
一
の
商
品
や
便
益
を
国
内
の
他
の
も
の
に
販
売
し
た
価
格
、
②
政
府
が
類
似
の
商
品
や
便
益
を
販
売

し
た
価
格
、
③
他
の
販
売
者
が
同
一
の
商
品
や
便
益
を
販
売
し
た
額
、
④
商
品
や
便
益
を
提
供
す
る
政
府

の
コ
ス
ト
、
⑤
当
該
商
品
や
便
益
を
他
国
で
調
達
す
る
価
格
、
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
価
格
と
政
府
の
販

売
額
を
比
較
し
て
特
恵
性
を
判
断
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

４

カ
ナ
ダ
産
針
葉
樹
製
材
相
殺
関
税
の
主
要
論
点

三
次
に
わ
た
る
論
争
の
集
約
は
第
三
次
紛
争
の
、
米
国
国
際
貿
易
局
（

）
と
、
自
由
貿
易
協
定
二
国

IT
A

間
パ
ネ
ル
の
議
論
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
米
国
国
内
法
の
解
釈
を
中
心
に
議
論
を
見
て

行
く
こ
と
に
し
た
い
。

Ａ

立
木
価
格
問
題

（
１
）
特
定
性

木
材
業
界
を
特
定
し
て

「
各
州
に
よ
る
州
有
林
の
立
木
販
売
の
廉
価
販
売
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は

補
助
を
与
え
る
仕
組
み
で
あ
る
。
」
と
い
う
ほ
ぼ
自
明
と
思
わ
れ
る
米
国
側
の
議
論
だ
が
、
カ
ナ
ダ
側
は
、

木
材
業
者
以
外
に
も
恩
恵
を
被
る
も
の
が
い
る
、
結
果
的
に
一
部
の
産
業
に
恩
恵
が
偏
る
が
、
そ
れ
は
カ

ナ
ダ
政
府
が
意
図
し
た
も
の
で
な
い
、
な
ど
特
定
性
を
否
定
す
る
主
張
を
し
た
。

は
第
二
次
紛
争

IT
A

以
降
特
定
性
を
認
め
る
立
場
の
判
断
を
下
し
た
が
、
三
次
紛
争
の
二
国
間
パ
ネ
ル
の
判
断
は
、
特
定
性
を

認
め
る

の
判
断
を
差
し
戻
す
も
の
と
な
っ
た
（
資
料
２
４
）
。

IT
A

（
２
）
特
恵
性

カ
ナ
ダ
各
州
の
州
有
林
の
立
木
販
売
が
米
国
貿
易
関
税
法
の
、
「

(
)

特
恵
的
料
金
で
の
商
品
又
は
役
務

ii

の
提
供
」
に
当
て
は
ま
る
か
ど
う
か
、
こ
の
点
が
全
体
の
最
も
重
要
な
焦
点
と
な
る
問
題
で
あ
っ
た
。

第
一
次
、
第
二
次
紛
争
を
通
し
、
米
国
業
界
サ
イ
ド
は
国
境
を
挟
ん
で
同
種
の
森
林
に
つ
い
て
立
木
価
格

の
比
較
し
、
カ
ナ
ダ
の
立
木
価
格
が
米
国
の
も
の
よ
り
安
い
と
い
う
結
果
を
提
出
し
（
資
料
３
，
８
）
、

（
米
国
の
価
格
を
基
準
価
格
に
設
定
、

⑤
）
カ
ナ
ダ
側
の
廉
価
販
売
を
主

P
referen

tility
A

ppendix

張
し
て
き
た
。
シ
ン
プ
ル
で
理
解
し
や
す
い
議
論
で
あ
る
が
、
一
般
的
に
、
外
国
の
価
格
を
基
準
価
格
と

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
他
の
条
件
の
同
一
性
を
証
明
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
米
国
政
府

内
部
で
も
否
定
的
な
見
解
が
強
い
（

に
お
い
て
も
、
国
際
的
な
価
格
を
基

P
referen

tility
A

ppendix

準
と
す
る
こ
と
は
、
他
の
手
段
が
全
く
な
い
場
合
の
手
法
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
）
。

相
殺

関
税
を
肯
定
し
た
、
第
二
次
紛
争
の
国
際
貿
易
局
（

）
の
決
定
は
、
④
即
ち
、
「
政
府
の
調
達
価

IT
A

格
」
を
基
準
と
し
、
州
政
府
が
経
済
林
を
育
成
す
る
コ
ス
ト
よ
り
立
木
販
売
価
格
が
安
い
こ
と
を
も
っ
て

補
助
金
と
認
定
し
て
い
る
（
資
料
１
２
）
。

第
三
次
紛
争
で
は
、
米
国
の
国
際
貿
易
局
（

）
は
、
少
量
の
競
争
入
札
に
よ
る
販
売
事
例
（
小
規
模

IT
A

林
産
業
振
興
計
画

）
を
基
準
と
し
て
（
上
記
基
準
の
①
）
、
こ
の
価
格
よ
り
通
常
の
販
売
価
格

=S
B

F
E

P

が
安
い
こ
と
を
も
っ
て
補
助
金
と
み
な
し
相
殺
関
税
を
肯
定
し
て
い
る
（
資
料
１
７
）
。

三
次
紛
争
の
二
国
間
紛
争
処
理
パ
ネ
ル
で
は
、
カ
ナ
ダ
側
は
仮
に
廉
価
で
販
売
さ
れ
た
と
し
て
も
、
林
産

物
の
場
合
生
産
量
は
ほ
と
ん
ど
変
化
せ
ず
市
場
を
歪
曲
す
る
こ
と
が
無
い
た
め
、
補
助
金
と
し
て
の
役
割
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を
果
た
さ
な
い
と
い
う
議
論
を
展
開
し
た
（
新
た
に

を
導
入
）
。
パ
ネ
ル
の

M
arket

distortion
test

多
数
も
そ
れ
に
同
調
し
、
補
助
金
認
定
の
米
国
側
決
定
を
差
し
戻
す
決
定
が
な
さ
れ
た
（
資
料
１
２
）
。

Ｂ

丸
太
輸
出
規
制

（
１
）
特
定
性

立
木
価
格
問
題
と
ほ
ぼ
同
じ
展
開
と
な
っ
た
。

（
２
）
特
恵
性

丸
太
輸
出
規
制
が
政
府
に
よ
る
特
恵
的
な
料
金
で
の
商
品
の
提
供
に
当
た
る
と
い
う
主
張
は
、
第
三
次
紛

争
に
な
っ
て
米
国
業
界
が
初
め
て
持
ち
込
ん
で
き
た
主
張
で
あ
っ
た
。

は
、
申
し
立
て
ら
れ
て
い
た
４
州
の
う
ち
Ｂ
Ｃ
州
の
丸
太
輸
出
の
み
相
殺
可
能
な
補
助
金
の
効
果

IT
Aを

認
め
て
、
カ
ナ
ダ
国
内
の
流
通
丸
太
価
格
と
、
輸
出
統
計
に
現
れ
る
丸
太
価
格
（
例
外
的
に
認
め
ら
れ

た
輸
出
丸
太
の
価
格
）
の
差
が
、
輸
出
規
制
の
結
果
に
よ
る
丸
太
価
格
の
廉
価
販
売
の
額
で
あ
る
と
し
て
、

従
価
税3.6

に
当
た
る
と
決
定
し
た
（
資
料
１
７
）
。
二
国
間
紛
争
処
理
パ
ネ
ル
も
基
本
的
な
支
持
を

%

表
明
し
た
（
資
料
２
４
）
。

５

今
後
に
残
さ
れ
た
議
論

経
緯
か
ら
解
る
よ
う
に
、
第
一
次
紛
争
が
米
国
の
行
政
機
関
に
よ
っ
て
相
殺
可
能
な
補
助
金
が
な
い
と
の

最
終
的
な
判
断
が
示
さ
れ
て
決
着
し
た
の
を
例
外
と
し
て
、
第
二
次
紛
争
、
第
三
次
紛
争
と
も
最
終
的
な

行
政
的
決
着
を
つ
け
る
前
に
、
二
国
間
交
渉
に
よ
っ
て
政
治
的
に
決
着
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味

で
、
本
稿
で
素
材
と
し
た
各
種
の
報
告
書
は
中
間
段
階
で
の
も
の
で
あ
り
、
何
か
法
的
に
確
定
し
た
も
の

と
し
て
今
後
の
判
断
の
材
料
と
な
る
と
い
う
側
面
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ま
た
、
カ
ナ
ダ
の
ケ
ー
ス

は
、
①
カ
ナ
ダ
の
森
林
の
ほ
と
ん
ど
が
州
有
林
で
そ
の
価
格
を
州
政
府
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で
決
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
②
丸
太
の
輸
出
が
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
国
際
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
隔
離
さ

れ
た
形
で
価
格
形
成
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
と
い
う
特
殊
な
条
件
で
問
題
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
に
、
留

意
す
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
世
界
で
最
も
貿
易
量
の
多
い
（
も
ち
ろ
ん
我
が
国
に
対
し

て
も
大
量
に
輸
入
さ
れ
て
い
る
）
木
材
品
目
を
対
象
と
し
た
紛
争
で
あ
り
、
し
か
も
、
国
際
貿
易
秩
序
を

構
築
す
る
上
で
最
も
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
米
国
の
主
張
に
よ
る
貿
易
規
制
論
議
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
今

回
、
提
起
さ
れ
た
問
題
は
今
後
の
貿
易
秩
序
を
作
る
上
で
重
要
な
観
点
を
含
ん
で
い
る
と
い
え
る
。

、

の
中
で
の
林
産
物
貿
易
の
議
論
、
森
林
条
約
を
巡
る
貿
易
と
環
境
の
議
論
な
ど
国
際
的

A
P

E
C

W
T

O

な
議
論
に
対
応
す
る
た
め
、
必
要
な
我
が
国
内
で
の
こ
れ
ら
の
議
論
の
発
展
の
た
め
、
小
論
の
最
後
に
問

題
点
の
整
理
を
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。

（
１
）
原
料
の
輸
出
規
制
の
補
助
金
認
定

カ
ナ
ダ
を
含
め
て
世
界
の
各
国
が
、
木
材
の
原
材
料
輸
出
規
制
を
し
て
お
り
、
当
の
米
国
も
西
部
の
連

邦
有
林
に
限
る
と
い
う
限
定
つ
き
な
が
ら
輸
出
規
制
を
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
行
為
が
、

の

G
A

T
T

「
数
量
制
限
の
一
般
的
禁
止
」
（
１
９
４
７
年
の
ガ
ッ
ト
１
１
条
）
と
い
う
原
則
に
照
ら
し
て
問
題
で
あ

る
と
い
う
主
張
は
一
般
に
な
さ
れ
て
い
る

。
し
か
し
、
「
原
材
料
の
輸
入
規
制
が
人
為
的
に
産
地
国
の

*5
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加
工
業
者
に
対
す
る
原
材
料
価
格
を
低
位
に
維
持
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、
相
殺
可
能
な
補
助
金
で

あ
る
。
」
と
、
米
国
業
界
側
が
第
三
次
紛
争
で
提
起
し
た
論
点
は
、
同
じ
、
ガ
ッ
ト
と
い
う
協
定
に
根
拠

を
持
つ
議
論
で
は
あ
る
が
、
政
治
的
な
意
味
合
い
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
世
界
中
で
輸

入
国
が
少
数
で
輸
出
国
が
多
数
で
あ
る
よ
う
な
林
産
物
の
場
合
、
輸
入
国
の
権
利
と
し
て
一
方
的
に
（
輸

出
国
の
合
意
な
し
に
）
行
使
で
き
る
相
殺
関
税
条
項
の
適
用
は
、
格
段
に
輸
入
国
に
と
っ
て
有
利
な
立
場

を
確
保
し
う
る
の
で
あ
る
。
第
三
次
紛
争
で
の
判
断
当
事
者
で
あ
る

、
自
由
貿
易
協
定
紛
争
処
理

IT
A

パ
ネ
ル
双
方
と
も
、
法
的
に
（

）
は
と
も
か
く
事
実
上
の
（

）
補
助
金
認
定
の
方
向
の

de
ju

re
de

facto

一
致
が
示
さ
れ
た
。
木
材
以
外
の
天
然
資
源
の
原
材
料
の
輸
出
規
制
（
例
え
ば
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
が
皮
革

製
品
の
原
料
と
な
る
原
皮
の
輸
出
禁
止
措
置
）
が
相
殺
可
能
な
補
助
金
と
認
定
さ
れ
る
先
例
な
ど
が
、
重

視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
最
終
的
に
二
国
間
の
政
治
的
な
妥
協
に
至
っ
た
た
め
、
輸
出
規
制
問
題
の

法
的
な
決
着
が
つ
け
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
輸
出
規
制
が
引
き
起
こ
す
補
助
金
効
果
に
つ
い
て
は
こ

れ
を
契
機
に
そ
の
他
の
場
で
も
国
際
的
な
議
論
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

。
我
が
国
と
し
て

*
6

も
、
原
料
輸
出
を
規
制
し
て
い
る
多
く
の
輸
出
国
の
原
料
価
格
の
実
態
を
精
査
し
、
検
討
を
深
め
る
必
要

が
あ
る
。

（
２
）
廉
価
販
売
の
基
準

国
有
林
・
州
有
林
の
加
工
業
界
に
対
す
る
木
材
の
販
売
価
格
が
廉
価
販
売
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
相
殺
可

能
な
補
助
金
に
認
定
さ
れ
る
と
し
て
、
そ
の
基
準
価
格
（

）
を
ど
の
よ
う
に
設
定
す

B
en

ch
m

ark
P

rice

べ
き
か
、
小
論
で
主
と
し
て
フ
ォ
ロ
ー
し
て
き
た
事
項
で
あ
る
。
本
事
案
で
は
、
米
国
の
国
内
手
続
き
の

先
例
に
よ
る5

つ
の
基
準
に
照
ら
し
た
、
論
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
①
政
府
が
同
一
の
商

品
や
便
益
を
国
内
の
他
の
も
の
に
販
売
し
た
価
格
、
②
政
府
が
類
似
の
商
品
や
便
益
を
販
売
し
た
価
格
、

③
他
の
販
売
者
が
同
一
の
商
品
や
便
益
を
販
売
し
た
額
、
④
商
品
や
便
益
を
提
供
す
る
政
府
の
コ
ス
ト
、

⑤
当
該
商
品
や
便
益
を
他
国
で
調
達
す
る
価
格
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
④
を
除
く
項
目
は
、
市
場
に
流
通

し
て
い
る
価
格
を
適
正
価
格
と
し
、
そ
の
比
較
が
最
も
し
や
す
い
形
態
を
順
に
提
起
し
て
い
る
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
現
在
の
ガ
ッ
ト
が
規
定
す
る
法
体
系
の
中
で
、
現
実
的
な
規
定
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

点
か
ら
、
我
が
国
と
し
て
も
我
が
国
に
輸
入
さ
れ
る
林
産
物
に
つ
い
て
、
輸
出
国
の
原
材
料
価
格
の
評
価

を
行
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
将
来
の
議
論
と
し
て
「
現
在
、
国
際
的
に
流
通
し
て
い
る
価
格
体
系
自
体
が
歪
曲
さ
れ
て
い
る
」

と
い
う
前
提
に
立
つ
場
合
（
例
え
ば
、
「
林
産
物
価
格
に
森
林
の
再
生
費
用
を
加
え
た
『
環
境
価
格
』
」

を
適
正
価
格
と
す
る
、
と
い
う
概
念
を
導
入
し
よ
う
と
い
う
場
合
）
市
場
価
格
は
適
正
価
格
と
い
う
こ

*
7

れ
ら
の
立
場
で
は
不
十
分
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
④
の
「
商
品
は
便
益
を
提
供
す
る
政
府
の
コ
ス
ト
」
と

い
う
概
念
が
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を
担
う
可
能
性
が
あ
る
。
既
に

や
地
球
サ
ミ
ッ
ト
で
コ
ン

O
E

C
D

セ
ン
サ
ス
と
な
っ
て
い
る
「
環
境
コ
ス
ト
の
生
産
者
負
担
」
と
い
う
考
え
方
を
踏
ま
え
、
①
持
続
可
能
な

森
林
経
営
を
行
う
前
提
で
政
府
の
立
木
の
調
達
コ
ス
ト
を
ど
う
積
算
す
る
か
、
②
同
種
の
産
品
を
差
別
し

な
い
と
い
う
建
前
の
現
行

協
定
と
の
整
合
性
を
ど
う
は
か
る
か
、
な
ど
、
今
後
の
検
討
課
題
で
あ

W
T

O

る
。
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